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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 

X
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

配
達
の
繁
忙
ピ
ー
ク
が
過

ぎ
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
・
ゆ
う
パ

ケ
ッ
ト
と
も
に
多
少
落
ち
着

い
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
後
は
年
賀
郵
便
物
処

理
が
メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。

引
受
け
ピ
ー
ク
は
２
５
日
で

前
年
度
比
６
６
％
、
配
達
は

６
５
，
９
％
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
郵
便
部
か
ら

集
配
営
業
部
へ
の
年
賀
交
付

は
、
２
７
日
、
３
０
日
、
３

１
日
の
３
回
で
す
。 

 

「
年
賀
じ
ま
い
」
と
郵
便

料
金
値
上
げ
の
影
響
で
、
２

０
２
６
年
度
用
年
賀
は
が
き

取
扱
数
も
大
き
く
落
ち
込
む

と
み
ら
れ
ま
す
。
時
代
の
流

れ
で
寂
し
く
も
あ
り
ま
す
が
、

年
賀
状
は
「
必
要
だ
と
思
う

人
だ
け
が
利
用
す
る
」
と
い

う
本
来
の
形
に
な
る
の
で
し

ょ
う
。 

 

そ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化

は
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
に

と
っ
て
大
切
な
の
は
働
き
や

す
い
「
職
場
環
境
」「
労
働
環

境
」
で
あ
り
「
必
要
な
要
員

配
置
」
で
す
。
そ
し
て
こ
れ

ら
の
要
因
は
改
善
で
き
る
も

の
で
す
。 

こ
の
考
え
の
も
と
支
部
は
、

１
１
月
６
日
、
長
中
局
に
対

し
て
２
８
項
目
の
「
年
末
年

始
繁
忙
要
求
書
」
を
提
出
、

交
渉
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

１
９
日
、
要
求
書
に
対
す
る

再
回
答
が
行
わ
れ
た
の
で
報

告
し
ま
す
。 

今
回
の
再
回
答
（
抜
粋
）

は
表
の
と
お
り
で
す
が
、
驚

く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
れ
は
元
旦
の
出
勤
者
数
、

特
に
年
賀
郵
便
物
配
達
担
当

者
数
に
つ
い
て
で
す
。
担
当

者
数
は
、
第
二
集
配
だ
け
は

他
の
部
に
比
べ
各
班
１
名
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

組
）
３
部
統
一
で
は
な
い

こ
の
配
置
数
に
つ
い
て
だ
れ

が
決
め
た
の
か
。 

局
）
各
部
の
部
長
・
課
長

が
こ
の
配
置
数
で
行
く
と
判

断
し
た
。 

組
）
第
二
集
配
も
他
の
部

と
同
様
２
名
増
区
と
す
る
よ

う
に
要
求
す
る
。 

 

そ
の
後
、
第
二
集
配
部
長

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年

元
旦
に
多
く
の
社
員
が
時
間

休
を
取
得
し
た
。
そ
れ
を
踏

ま
え
る
と
今
年
は
昨
年
よ
り

１
名
減
配
置
し
て
も
い
け
る

と
私
が
判
断
し
た
、
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。 

元
旦
は
、
年
賀
状
の
配
達

を
心
待
ち
に
し
て
下
さ
っ
て

い
る
お
客
様
に
、
少
し
で
も

早
く
届
け
よ
う
と
頑
張
る
も

の
で
す
。
ま
た
配
達
が
終
わ

れ
ば
元
旦
く
ら
い
早
く
帰
ろ

う
と
思
う
の
は
当
然
で
す
。

そ
の
社
員
の
頑
張
り
を
踏
み

に
じ
る
よ
う
な
減
配
置
指
示

は
許
せ
ま
せ
ん
。 

「
１
年
の
計
は
元
日
に
あ

り
」
と
い
い
ま
す
が
、
元
旦

か
ら
「
頑
張
っ
た
ら
減
配
置

さ
れ
る
＝
頑
張
り
は
報
わ
れ

な
い
」
と
言
わ
れ
る
社
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
が
心

配
で
す
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 
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期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        

郵政ユニオンの年末年始繁忙要求と 12月 1９日に行われた長中局の再回答（抜粋） 

項

番 
要求内容 1９日に行われた再回答 

４ 年賀はがき取扱数の減少予想に伴い、集配各

部では元旦の出勤者数を減らし例年よりも

減配置を行うという話が聞かれる。 通配区

５区の班では８人を、６区の班では１０人の

年賀はがき配達担当者を配置すること。  

年賀郵便物配達担当者数は、第一集配と第

三集配が各班２名増区（増配置）。第二集

配は各班１名増区（増配置）。  

７ 昨年度の年明けの廃休・非番日労働となった

社員数と総時間数を明らかにすること。  

廃休２７名、延べ２２５時間１４分。貴組

合員に対象者はいない。 

１３ 混合区・ゆうパック担当者が３時間以上の超

勤となるケースが見られる。課長による夕方

の通配区担当者への応援指示などを的確に

行い混合区・ゆうパック担当者に超勤が偏ら

ないように配慮すること。  

状況を見て通配区と日勤小包からの応援

を指示していく。 

１５ 役職者を中心に、超過勤務終了（打刻）後に

も班長業務を行っている社員が見られる。年

繁期における班長時間確保について長中局

の考え方を明らかにすること。  

・必要な超勤は発令する。勤務時間は守ら

せる。・班長が班員に仕事を振り分けられ

るよう、また抱え込まないよう助言を行っ

ていく。 

１９ ゆうゆう窓口の営業時間が短縮されており、

不在郵便物（ゆうパックを含む）受け取りの

ため窓口が混雑していることが多い。混雑緩

和に向けた対策を講じること。  

（郵便窓口を利用した）不在郵便物などの

受け取りの窓口開設については、セキュリ

ティ・個人情報・要員確保の関係で実施予

定はない。 

２２ 繁忙期は出勤者が増えることから集配用書

留カバンや集配カバンが不足する。必要数を

再度確認し、不足する場合は早急に手配する

こと。  

必要数を確認するように総括課長に調査

をさせている。わかり次第お知らせする。

尚、総務部に在庫はなく、すべて集配に配

備している。 

 


